
 

今議会は、岡山県が財政危機宣言をおこ

ない、県財政構造改革プラン（素案）が示

された中、また、チボリ事業廃止決定後の

開催となりました。伊東市長の県民福祉削

減に対する態度、チボリ事業への総括が求

められた議会でもあったと思います。 

 

党市議団、倉敷市議会初の議員提案

「中小企業地域経済振興条例」 

党市議団は、市内事業者の 99.3%を占める

中小企業の厳しい現状を指摘し、中小企業

の振興を、市政の重要な課題として位置づ

ける基本条例の提出をおこないました。 

党議員団以外の反対により否決されまし

たが、今後大きく運動を拡げ、条例制定の

実現に向け、ひきつづき頑張ります。 

 

9月定例会本会議で一般質問をおこなう末田正彦議員 

９月市議会を終えて 

お気軽にご連絡ください。TEL086-470-0662
無料生活相談：毎月第１，第３水曜日(公務等で日程変更の場合あり) 9:30～12:00 日本共産党児島後援会事務所にて

7月 14日 党市議団市政報告会（児島会場） 7月 20日 第 50回原水爆禁止国民平和大行進（児島ｺｰｽ）

チボリ公園廃止へ 

2008 年末で、県費 340 億円を投じたチボ

リ事業が終焉を迎えます。日本共産党は一

貫してチボリへの税金投入に反対してきま

した。 

 

子どもの医療費、小学校卒業まで入院

無料に 

来年 4 月からの実施が示され、党市議団

は、通院無料化についても強く求めました。

 (1) 

日本共産党倉敷市議会議員 末田 正彦 sueda@mx7.kct.ne.jp TEL086-470-0662 FAX086-470-0668 

庶民大増税に反対し、憲法を守りぬきます。 
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倉敷市立児島市民病院 

なくてはならない地域の中核病院 

１日も早い正常化を求める 

 

児島市民病院の内科及び産婦人科の常勤医師

確保について市長に質問しました。 

「常勤医師招聘の取り組みについて、一生懸

命努力している、頑張っているというだけでは

困る。どうすれば医師を派遣してもらえるかも

含めて、具体的に話をしているのか」 

また、市民が「児島市民病院の医師を確保し、

地域医療を充実させることを求める署名」に取

り組み、３万 1,000 筆を超える署名が集まって

 

 
９月定例市議会、末田まさひこの一般質問から 

いることを紹介し、「児島市民病院の一日も早い

正常化と充実を願う市民の熱い思いを、市長は

どう受けとめ、どうこたえようとしているのか」

と質問しました。 

伊東香織市長は、「児島市民病院の地域の中核

病院としての役割をしっかりと我々が認識して

いることを、先生方に再度お伝えしていくこと

がまず必要と思っている。その中で地域の皆様

方の思いについても受けとめて、しっかりやっ

ていきたい。我々が接触をしている先生方にも

しっかり伝えていきたい」と答えました。 

 

児島市民交流センターと公民館 

公民館、本来の役割を果たさせるために 

 

「公民館の目的は『市民のために実際生活に

即する教育、学術及び文化に関する各種の事業

を行い、もって市民の教養の向上、健康の増進、

情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉

の増進に寄与することを目的とする』とある。 

市民交流センターの機能の基本的な考え方

は、地域住民の活動の場としてのコミュニティ

機能が強調されるあまり、カルチャーセンター、

コミュニティセンターなどの類似施設と見分け

にくくなるおそれを感じているが、本来の公民

館の役割が発揮できるのか」と質問しました。 

質問内容の一部を抜き出して、編集してあります。
2008 年 9 月 11 日登壇 

7月 20日 児島市民病院を守り、地域医療を考えるつどい 8月 3日 児島地区子ども会球技大会 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HPアドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/

 

 

「市立児島市民病院を守り地域医療を考える
会」は、10 月 2 日、「児島市民病院の医師を確保
し、地域医療を充実させることを求める」41,460
人の署名を、伊東香織倉敷市長に提出しました。
 
7 月 20 日に、 
「児島市民病院を 
守り、地域医療を 
考えるつどい」が 
250 人の市民の参 
加で開かれ、この 
間、署名運動が取 
り組まれてきまし 
た。 
 末田正彦市議も、「考える会」の顧問議員として
運動に参加しています。 



中川逸実総合政策局参与は、「倉敷市公民館等

検討委員会の報告書も踏まえ、今後関係部署と

協議しながら、これまでの公民館の機能、例え

ば施設の規模とか内容、開館時間等を適切に受

け継いでいくよう検討する」と答えました。 

また、「倉敷市公民館等検討委員会が設置さ

れ、本年２月、『倉敷市公民館の今後のあり方に

ついて』の報告書がまとめられ、この中で、『社

会教育主事の有資格者など専門性を持った職員

や公民館業務への意欲・適性を持った職員の採

用及び配置』、さらに『公民館活動のより一層の

充実を図るための嘱託職員の勤務条件等の見直

し』、『職員の各種研修会や講習会への積極的・

計画的な参加による専門的な知識の習得』など

が掲げられた。 

改めて、公民館に正規の専門職員の配置を求

める。そして、どのように報告書に示された中

身を実践していくのか」と質問しました。 

藤田秀徳教育次長は、「すべての公民館職員に

対し、公民館活動活性化のための企画立案能力

向上に向けた各種研修を積極的に行い、職員の

資質の向上に努めている。 

提言の実現に向けて、具 

体的な公民館運営のあり方、 

必要な組織・体制を検討す 

る中で、専門職員の配置の 

充実に向けて努力する」と 

答えました。 
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8月 7日 党市議団行政視察・懇談（岡山市京山公民館） 8月 18日 党市議団、雇用促進住宅問題で対市申し入れ 

 雇用促進住宅廃止問題 

住宅の廃止、入居者退去を 

強行しないよう、国に求めよ 

 

紙切れ一枚の通知で出ていくように言われ、

入居者に不安が広がった雇用促進住宅問題。 

自民・公明政権は、2021 年度までに同住宅約

14 万戸を全廃する方針を昨年 2 月に打ち出し、

さらに昨年 12 月 24 日の閣議決定で、2011 年度

までに全住宅数の約半分 6 万 7,500 戸を前倒し

しての廃止を決定したことから、次の 3 点につ

いて倉敷市の対応を求めました。 

①住宅廃止決定を白紙に戻すよう国に要望す

ること。②住宅の廃止、入居者退去を強行する

ことのないよう国に要望すること。③市として

住民の暮らしと福祉を守るという見地から、入

居者に対してアンケート調査等で住民の声を聞

き、状況の把握に努めること。 

さらに再質問で、「日本共産党は政府交渉をお

こない、10 月 9 日に厚生労働省が、一程度方針

を転換することが発表された。そのことも含め

て、しっかりと政府に要望してもらいたい」と

質問しました。 

三宅忠良経済局長は、「転居が困難な場合には

柔軟に対応するというような動きが、国及び雇

用・能力開発機構において検討がなされる、と

いう話を横浜の本部から聞いている。そうした

動きがあるので、契約の直接の当事者である雇

用・能力開発機構に対し、入居者の方々の生活

みなさんのご意見・ご感想をお寄せください。  sueda@mx7.kct.ne.jp TEL086-470-0662 FAX086-470-0668 



9月 18日 市立児島市民病院をまもり 
地域医療を考える会結成会

9月 14日 ｻﾝｾｯﾄﾌｪｽﾀ in こじま 王子が岳夕陽のしらべ

  
・7/1   党県議団主催「岡山県の財政危機問題緊急報告集会」

・7/6  第 40 回倉敷民主商工会総会 

        児島学区子ども会球技大会 

・7/7  備中県民局水島港湾事務所､大畠地区高潮対策説明会

・7/8～10  市議会保健福祉委員会行政視察（仙北市､男鹿市）

・7/11 倉敷市保健医療センター理事会 

・7/12 党市議団県政・市政報告会（水島会場） 

・7/14  党市議団市政報告会（児島会場） 

・7/17  市主催児島市民交流センターを語ろう会 

・7/18  県政・市政報告会（郷内公民館） 

・7/20  第 50 回原水爆禁止国民平和大行進（児島地区） 

    児島市民病院を守り、地域医療を考えるつどい 

・7/24  岡山県南部水道企業団議会 

・7/25～27  第 50 回自治体学校（大阪市） 

・7/31  市議会保健福祉委員会 

・8/1   食中毒防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ「ﾋﾟｶﾋﾟｶ衛生倉敷」出発式 

・8/2   県政・市政報告会（児島公民館稗田分館） 

・8/3   児島地区子ども会球技大会 

・8/6   ピース・バルーン（児島会場） 

・8/7   党市議団行政視察・懇談（岡山市京山公民館） 

・8/8   倉敷市高齢者保健福祉計画及び倉敷市介護保険事業

計画について市民の声を聞く会 

・8/12  岡山西農民組合連合会、倉敷民主商工会の対市要請

行動同席   ・板池町内会盆踊り大会 

・8/16  岡山県立児島高等学校第 33 回同窓会 

・8/18  党市議団、雇用促進住宅問題で対市申し入れ 

・8/19  市議会保健福祉委員会、市議会全員協議会 

・8/20  党岡山県地方議員会議 

・8/21～22  第 4 回市町村議会議員研修（神戸市） 

・8/23  第 10 回ﾌｧｯｼｮﾝﾀｳﾝ児島倉敷国際ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ大会開会式 

・8/28  老後を豊にする倉敷連絡会の市との懇談同席 

下電路線バスの増便を求める会の対市要請行動同席 

・8/29  9 月市議会前「みなさんの声をお聞きする会」 

・9/3   倉敷地域社会保障をまもる連絡協議会の対市要請行

動同席 

    「ふじ園」「くすのき園」家族会の対市要請行動同席

・9/4～26  9 月市議会  

・9/7   第 39 回児島地区敬老慰安大会 

・9/14  ｻﾝｾｯﾄﾌｪｽﾀ in こじま 王子が岳夕陽のしらべ 

・9/17  宗教人と緒方靖夫日本共産党副委員長との懇談会 

・9/18  市立児島市民病院を守り地域医療を考える会結成会 

・9/19  児島地区交通安全推進大会 

下電路線バスの増便を求める会の下電要請行動同席 

・9/28  第 23 回下津井節全国大会 

倉敷つくしの会総会 

この間の主な参加行事、活動です（７～９月）
実態等そうしたものを踏まえ、転居などに関す

る適切な対応を強力に要望していきたい」と答

えました。 

 

「消防の広域化」で消防力は 

真の消防力強化がなされるのか疑問？ 

 

「政府は管轄人口 30 万人以上の規模を目標

に、平成 24 年までを目途に広域化を実現すると

の方針を決め、岡山県も現在県内 14 ある消防本

部を一つの本部に統合し、県内全域を一つの管

轄とする『消防広域化推進計画』（案）を策定し

た。この県の広域化案は倉敷市にとってどうな

のか。消防局サイドからは、国の基準は満たし

ていると聞いている。広域化はいかがなものな

のか、市長の率直な感想を聞きたい」と質問し

ました。 

伊東香織市長は、「まだこの点に関しては解決

していくべき課題もあるというふうに思ってい

る。本当にこの計画が実効性のあるものなのか

どうか、県、周りの市町村などと広域化の枠組

みを含め、メリット、デメリットに関して、し

っかり検討していきたいと思っている。今計画

ができているからといって、このまま実行され

るということではない。 

まだ期間があるので、 

それに向けてしっかり検 

討していきたいと思って 

いる」と答えました。 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HPアドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/


